
　平成１１年６月２９日，集中豪雨（時間
最大雨量79.5㎜）により，天神周辺地
区では家屋やビル，地下空間が浸水し
ました。
　また，平成１９年７月１２日には再び
天神周辺地区で浸水被害が発生し，
対策が必要となっています。







市民の皆さんと共働で雨水貯留タンクの設置等，流出抑制に取り組み，
浸水被害の軽減を図りましょう！

※図中の値は例を示しているため，実態とは異なります。

特に地下は注意！！特に地下は注意！！
避難所や
避難するときの
経路の確認を！

浸水が始まる前に
避難を！

お年寄りや障がい
のある方などの
避難の手助けを！

非常持出品は
最小限に！

側溝やマンホール
に注意を！

天気や災害、
避難の情報に
注意を！

川や橋には
近づかない！

車での避難は
ひかえて！

電気や
ガスなどの
火元を消す！

地下は危険！
早く地上へ！
（地下室で水死する
事故が 発生）
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日頃からみんなで備えよう！日頃からみんなで備えよう！ 避難の心得10ヶ条

■第１期事業の概要
    
　○全体事業費 ： 約１５４億円(見込み)    
　○事業期間    ： 平成２１～３０年度    
　○主な整備内容
　　・中部２号幹線 ： φ3000～φ5000   L＝約2.6km
　　・中部４号幹線 ： φ1800～φ2200   L＝約0.5kｍ
　　・中部７号幹線 ： φ3500                 L＝約1.1kｍ
　　  ※当面は中部２号・７号幹線(約3.7kｍ)を
　　　  約６万ｍ3の雨水貯留管として活用    

○平成11年6月　 天神周辺地区を含む市内各所において甚大な浸水被害が発生
○平成19年7月　 再び天神周辺地区において浸水被害が発生
○平成21年4月　 「雨水整備レインボープラン天神」を策定
　　　　　　　   ・雨水整備水準を引き上げて(時間雨量59.1㎜→79.5㎜)浸水安全度
                         の向上を図る
　　　　　　　   ・全体計画の完了までには多大な事業費と期間を要するため，段階的な
                         整備として，まずは，特に浸水被害が甚大であった天神・今泉,
                         警固・薬院地区の約100haを最優先に，時間雨量59.1㎜に対応できる
                         第１期事業を実施
                        ・国の事業採択を受けて実施（下水道浸水被害軽減総合事業）
○平成31年3月 　第１期事業完了
　　　　　　　   ・中部２号・７号幹線に貯留(約６万ｍ3)することで時間雨量59.1㎜対応
○平成31年4月　 第２期事業(H31～H38)に着手
　　　　　　　   ・事業範囲を拡大(約180ha)し,引き続き時間雨量59.1㎜対応の施設
                         整備を実施

中部２号幹線（掘削後）
（鮮魚市場～那の津ポンプ場予定地）
シールドマシン（マシン外径5.62ｍ）

中部２号幹線（掘削前）
（鮮魚市場～那の津ポンプ場予定地）
シールドマシン（マシン外径5.62ｍ）

警固特殊人孔（警固小学校敷地内）
地下約36mから撮影

福岡市　道路下水道局　計画部　下水道計画課
福岡市　道路下水道局　建設部　中部下水道課

福岡市防災危機管理情報
（携帯電話）
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